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（１）男女共同参画に関する広報・情報発信の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜現状と課題＞ 

男女共同参画社会を実現していくためには、社会のあらゆる分野に男女がともに参画

していくことが必要であり、そうした社会を当たり前のものとして認識していくことが

求められます。近年、女性を取り巻く環境は大きく変化し、我が国においても男女平等

の理念を踏まえた法律や制度の整備が進み、女性と男性の「自立と共生」に対する人々

の関心も高まっています。 

名護市では、平成 16年３月に『名護市男女共同参画計画 あい・愛プラン』を策定し、

様々な分野における男女共同参画の取組みを位置づけ、その推進を図ってきました。ま

た、『名護市男女共同参画推進条例』の制定を図るとともに、『名護市男女共同参画情報

誌 あい・愛だより』の定期刊行、市のホームページにおける男女共同参画コーナーの設

置、パネル展や各種イベントの実施を通し、男女共同参画に関する考え方や取組みを市

民に対して幅広く周知しています。しかしながら、平成 25年度に行った市民意識調査で

は、『あい・愛プラン』について８割以上が「名称も内容もわからない」と回答しており、

「名称も内容も知っている」回答者は僅か２％といった状況にあるなど、計画が市民に

十分認知されているとは言えません。 

この様な現状を踏まえ、男女共同参画に関する広報や情報発信の更なる充実を図り、

男女共同参画社会の形成に向けた意識づくりを行っていく必要があります。 

【家庭に期待する取組み】 

・社会の色々な問題に関心を持つとともに、男女共同参画の学習機会などに声をかけられた

際には、参加するように心がけましょう。また、家庭内でも男女共同参画について話し合

ってみましょう。 

・様々な場面で男女共同参画の視点を持ち、これまでの生活を見直してみましょう。 

 

【地域に期待する取組み】 

・男女共同参画が何故必要なのか、地域の中でも話し合ってみましょう。

特に、多様な世代で話し合うことにより、意識の変化に気づく場面も多

いことから、色々な人が参加できる話し合いの場を設けましょう。 

 

【職場に期待する取組み】 

・職場内で男女共同参画について話し合う機会を設けましょう。 

基本目標１．男女共同参画に向けた意識づくり 
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１）多様な媒体による効果的な広報・啓発の推進 

 

 

 

 

 

 

【具体施策】 

具体施策 取組みの内容 担当課等 

①名護市広報「市民のひ

ろば」での情報発信 
 「市民のひろば」において、男女共同参画に関

するイベント情報等の掲載を通し、男女共同参画

の取組みに関する情報発信を行います。また、男

女共同参画月間等に合わせ、男女共同参画をテー

マにした特集記事の掲載を検討します。また、市

役所・市内企業等の代表者・管理職などに男女共

同参画リレーエッセイの執筆を依頼し、掲載して

いくなど、意識改革を強力に推進するための取組

みを実施します。 

地域力推進課 

②男女共同参画情報紙

「あい・愛だより」の

充実 

 引き続き、男女共同参画情報紙「あい・愛だより」

の定期刊行を行うとともに、名護市女性ネットワ

ーク協議会（女性ネット）等との連携のもと、男女

共同参画に関する最新情報やイベント情報等の

収集・掲載を図り、魅力ある紙面づくりに努めま

す。 

地域力推進課 

③名護市ホームページ等

における情報発信の充

実 

 名護市ホームページ等において、男女共同参画

の考え方や関連イベント等に関する情報発信を

行うとともに、情報の更新を図ります。 

地域力推進課 

④「名護市男女共同参画

推進条例」の周知 
市全体で男女共同参画社会の実現をめざして

いくため、公共施設をはじめ銀行等の公益施設等

へのパンフレットの設置等により「名護市男女共

同参画推進条例」を周知します。また、条例の内

容を市ホームページへ掲載します。 

地域力推進課 

⑤「第２次名護市男女共

同参画計画（あい・愛

プラン）」の周知 

 「第２次名護市男女共同参画計画（あい・愛プ

ラン）」について、市ホームページへの掲載を行う

とともに、市民のひろば等での周知を図ります。

また、地域や各種団体、企業等に概要版の配布を

行うなど、計画の周知徹底を図ります。 

地域力推進課 

 

 

 

 

【施策の基本的な考え方】 

 男女共同参画の必要性を認識し、男女共同参画社会の実現に向けた機運が高まるよう、多

様な広報媒体を用い、効果的な広報・啓発を行います。 
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【行動計画】 

 

施  策 

スケジュール  

担当課等 
重
点
施
策 

関連する 

市民の生活領域 

前期 後期 
家
庭 

地
域 

職
場 

①名護市広報「市民のひ

ろば」での情報発信 

  地域力推進課 

◎ 〇 〇 〇 

②男女共同参画情報紙

「あい・愛だより」の

充実 

 

 

 地域力推進課 

◎ 〇 〇 〇 

③名護市ホームページ

等における情報発信

の充実 

 

 

 地域力推進課 

◎ 〇 〇 〇 

④「名護市男女共同参画

推進条例」の周知 

 

 

 地域力推進課 

◎ 〇 〇 〇 

⑤「第２次名護市男女共

同参画計画（あい・愛

プラン）」の周知 

 

 

 地域力推進課 

◎ 〇 〇 〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）男女共同参画月間等での効果的啓発活動の実施 

 

 

 

 

 

【施策の基本的な考え方】 

 名護市男女共同参画月間（毎年６月）等において、集中的・効果的にイベント等を開催し、

市民や企業、団体等と一緒になって考える機会を設けるなど、効果的な啓発活動の実施を図

ります。 

市ホームページ等での情報発信及

び定期的な更新の実施 

男女共同参画に関する情報掲載の充実 

男女共同参画情報誌の定期刊行継

続及び魅力ある紙面づくり 

男女共同参画リ

レーエッセイの

検討・実施 

男女共同参画リレ

ーエッセイの継続 

公共公益施設等へのパンフレット設置 

市ホームページへの条例内容の掲載 

市ホームページや市広報誌等による

計画の周知 

概要版の配布 
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【具体施策】 

具体施策 取組みの内容 担当課等 

①講演会等の開催  男女共同参画月間等において、講演会やシンポ

ジウム等のイベントを開催し、男女共同参画に関

する意識啓発を行います。講演会等については若

い世代の参加が少ないことから、女性ネットと協

働し、若い世代の関心のある企画の検討を図ると

ともに、ファミリー・サポート・センター等との

連携による託児対応等を継続します。 

地域力推進課 

②男女共同参画をテーマ

にした標語・写真コン

テストの実施 

 男女共同参画に関する理解と関心を深めても

らえるよう、小・中・高校生や一般市民より、男

女共同参画に関する写真や標語を募集し、男女共

同参画月間における表彰を継続します。 

地域力推進課 

③男女共同参画をテーマ

としたパネル展の開催 
 男女共同参画月間に合わせ、市役所ロビーにお

いてパネル展を開催します。開催にあたっては、

男女共同参画を分かりやすく周知するよう展示

内容の工夫を凝らします。 

地域力推進課 

※ファミリー・サポート・センター：子育ての手助けをしてほしい「おねがい会員」と、子育てのお手伝いをした

い「まかせて会員」が会員登録をして一時的に子どもの世話を有償にて行う相互援助活動による事業です。 

 

 

【行動計画】 

 

施  策 

スケジュール  

担当課等 

重
点
施
策 

関連する 

市民の生活領域 

前期 後期 
家
庭 

地
域 

職
場 

①講演会等の開催   地域力推進課 

◎ 〇 〇 〇 

②男女共同参画をテー

マにした標語・写真コ

ンテストの実施  

 

 

 地域力推進課 

◎ 〇 〇 〇 

③男女共同参画をテー

マとしたパネル展の

開催  

 

 

 地域力推進課 

 
◎ 〇 〇 〇 

 

 

  

魅力あるイベント内容の検討及びイ

ベント開催による啓発実施 

託児対応等の実施 

パネル展における展示内容の工夫 

写真・標語の募集及び表彰実施 
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３）男女共同参画に関する調査研究等の実施 

 

 

 

 

 

 

【具体施策】 

具体施策 取組みの内容 担当課等 

①各種研究機関・女性ネ

ットとの連携による調

査研究等の実施 

 各種研究機関との連携により、調査研究やイベ

ント実施に取り組みます。また、女性ネットによ

る男女共同参画に関する勉強会の開催促進を図

ります。 

地域力推進課 

②男女共同参画や女性・

男性問題等に関する資

料の収集 

 男女共同参画に関する国内外・沖縄県内の資料

や情報収集を継続するとともに、女性・男性問題

や LGBT に関する資料の収集を図ります。また、

やんばるで活躍した女性に関する資料収集を行

います。 

中央図書館 

③日本女性会議等への参

加を通した情報収集・

発信 

 日本女性会議等への市職員や女性ネット会員

の参加を図り、先進地の取組みの情報収集を行う

とともに、報告会の開催等により会議内容の発

信・共有化を図ります。 

地域力推進課 

 

 

【行動計画】 

 

施  策 

スケジュール  

担当課等 

重
点
施
策 

関連する 

市民の生活領域 

前期 後期 
家
庭 

地
域 

職
場 

①各種研究機関・女性ネ

ットとの連携による

調査研究等の実施  

  地域力推進課 

 〇 〇 〇 

②男女共同参画や女

性・男性問題等に関す

る資料の収集 

 

 

 中央図書館 

 〇 〇 〇 

③日本女性会議等への

参加を通した情報収

集・発信  

 

 

 地域力推進課 

 〇 〇 〇 

  

【施策の基本的な考え方】 

 先進地や県内の男女共同参画の取組み等を研究するとともに、やんばるで活躍した女性の

資料収集を行うなど、男女共同参画に関する調査研究とその成果の活用を図ります。 

調査研究・イベント実施 

勉強会の開催促進 

情報収集の継続 

会議等への参加による情報収集及

び報告会等の開催 
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（２）学校教育・社会教育等における男女平等教育の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜現状と課題＞ 

私たちの日常生活や意識の中には、「男は仕事、女は家庭」という言葉に代表されるよ

うに、旧来からの伝統や習俗、「家」意識等といった社会通念や慣習、しきたりの面で無

意識のうちに性別によって固定的な役割が決まっていることが多くあります。こうした

固定的な役割分担意識は、幼い頃から日常生活の様々な場・機会を通して植え付けられ

ていくものであり、女性の能力や意欲を十分に発揮する機会等を妨げたり、女性に重く

負担をかけたりするものもあります。大人になってからそれまでの人生経験の中で形成

されてきた価値観を変えていく事は困難を伴いますが、子どもの頃から「男の子らしさ」

「女の子らしさ」を押し付けないなど、性別による固定的な役割分担意識を植え付けな

いようにすることで男女共同参画の意識改革に大きな効果をもたらすことが期待できま

す。 

平成 25 年度に行った市民意識調査では、男女平等に向けて教育の場において「生活指

導や進路指導において男女の区別なく能力を生かせるよう配慮する」（女性：56.5％、男性：

56.3％）や「男女平等の意識を育てる授業をする」（女性：41.1％、男性：41.7％）等の取組

みが求められている状況にあります。 

本市では、学校教育における性別に捉われない進路指導・職業体験、父親・母親とも

に参加する親子向けの公民館講座等、様々な場を通して男女平等意識について考え、学

ぶ機会を設けており、市民の意識は着実に変革しつつありますが、なお一層、男女共同

参画の意識づくりを行っていく必要があります。 

 

【家庭に期待する取組み】 

・家庭での育児や躾を見直し、男の子らしさ・女の子らしさを

押し付けないようにしましょう。また、男の子は青色・女の

子は赤色などと決めつけないようにしましょう。 

・子どもの職業選択に際しては、個性を尊重し、適切なアドバ

イスを行うようにしましょう。 

 

【地域に期待する取組み】 

・男性も女性も固定的な役割分担意識に捉われず、慣習・慣行について見直しましょう。 

 

【職場に期待する取組み】 

・学校の職場体験の取組みに積極的に協力するとともに、性別に捉われずに受け入れできる

態勢を整えましょう。 
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１）男女共同参画意識を高める教育の推進 

 

 

 

 

  

 

 

【具体施策】 

具体施策 取組みの内容 担当課等 

①男女共同参画を推進す

る学校教育・保育の環

境づくり 

 幼児期から固定的な性別役割分担意識を植え

付けないようにするため、学校、幼稚園、保育所

等において、性別に捉われず、個性を育む環境づ

くりに努めます。 

学校教育課・ 
保育・幼稚園課 

②教育・保育関係者等へ

の学習機会や情報の提

供 

 教職員や保育関係者等が男女共同参画の理念

を理解し、男女共同参画意識を高めていくことが

できるよう、教職員や保育士等に対する学習機会

や情報の提供を図ります。 

地域力推進課・ 
学校教育課・ 
保育・幼稚園課 

③性別に捉われることの

ないキャリア教育の推

進 

 職業や勤労に対する意識を深めるとともに、次

世代を担う子ども達が性別に捉われることなく

主体的に進路を選択することができるよう、適切

な進路指導やキャリア教育の取組みを行います。 

学校教育課・ 
（商工・企業誘致

課） 

※キャリア教育：一人一人の社会的・職業的自立のために必要な能力の育成のことを言い、子どもたちの発達の段

階に応じた体験・学習の実施等を通し、自分らしい生き方を実現するための力を育む教育を行うことです。 

 

  

【施策の基本的な考え方】 

 幼い頃から固定的な性別役割分担意識を植え付けないよう、男女共同参画を推進する学校

教育・保育の環境づくりに取り組むなど、男女共同参画意識を高める教育を積極的に推進し

ていきます。 
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【行動計画】 

 

施  策 

スケジュール  

担当課等 

重
点
施
策 

関連する 

市民の生活領域 

前期 後期 
家
庭 

地
域 

職
場 

①男女共同参画を推進

する学校教育・保育の

環境づくり  

  学校教育課 

 ○   
  保育・幼稚園課 

②教育・保育関係者等へ

の学習機会や情報の

提供 

 

 

 地域力推進課 

 ○  ○ 

  学校教育課 

  保育・幼稚園課 

③性別に捉われること

のないキャリア教育

の推進 

 

 

 学校教育課・（商

工・企業誘致課） 
 〇  〇 

 

 

  

適切な進路指導やキャリア教育の

推進 

学校における性別に捉われない環境

づくりの推進 

教育・保育関係者等

の学習機会の提供 

保育所・幼稚園における性別に捉わ

れない環境づくりの推進 

男女共同参画意識を高めるための

幼稚園教諭・保育士への学習機会

や情報の提供 

男女共同参画意識を高めるための

教職員への学習機会や情報の提供 
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２）生涯学習社会における学習機会の充実 

 

 

 

 

 

 

【具体施策】 

具体施策 取組みの内容 担当課等 

①公民館講座における学

習機会の充実 
 子育て関連の講座や親子を対象にした講座等、

ライフステージに応じた学習機会を設ける中で、

男性の家事・育児参加等に資する講座の実施を図

ります。また、より男女共同参画や男女平等の視

点に立った講座となるよう、男女共同参画担当と

の調整・連携を図り、講座内容の充実に努めます。

さらに、各種講座への市民の参加を促進するた

め、ＩＴを活用した広報の充実を図ります。 

地域力推進課 

②男女共同参画や女性・

男性問題等に関する資

料の収集【再掲】 

 男女共同参画に関する国内外・沖縄県内の資料

や情報収集を継続するとともに、女性・男性問題

や LGBT に関する資料の収集を図ります。また、

やんばるで活躍した女性に関する資料収集を行

います。 

中央図書館 

※ライフステージ：人の一生を少年期・青年期・壮年期・老年期などと分けた、それぞれの段階のことを言います。 

※ＩＴ：情報技術のことで、コンピューターや通信等に関する技術の総称です。 

 
【行動計画】 

 

施  策 

スケジュール  

担当課等 

重
点
施
策 

関連する 

市民の生活領域 

前期 後期 
家
庭 

地
域 

職
場 

①公民館講座における

学習機会の充実  

  地域力推進課 

 〇   

②男女共同参画や女

性・男性問題等に関す

る資料の収集【再掲】  

 

 

 中央図書館 

 〇 〇 〇 

  

【施策の基本的な考え方】 

 男女共同参画の視点に立った講座を実施していくなど、公民館講座を通した男女平等教育

を行うとともに、関連資料の収集を図り、生涯学習社会における学習機会の充実を図ります。 

情報収集の継続 

家事・育児参加等に関する講座実施及

びＩＴを活用した広報の充実 

男女共同参画の視点に立った講座内

容の検討・実施 


